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た．このこ拶あって嫌，繭即駄さ二識識レ・本腐悪繍煽yジ痩醗擁行蹴レして獣母親瞬

児の教酔細F殿艸 凱傾1麿鷹決策を鰍し味づを重齢旛す皆雄館欄簸て瞭い嫉で融

継脇鯨瀬鋤磁齢擦鍛擦者をレ町る者 い・友連甥こした力献ない・端典＄・・醤劣緋

幸雛教鯨繊、レなる傍し穐鱗縄縦蝶力・ら抑、変擁嬉鰻蟹’鰍餓自身戦・いきか爆い
教え燭ら．うことにした．学鯨には，受撒鰍・ら， 鮎ゑ齢殿1魏融ξ㌘…纏嚇母勲勲トた気
こ騨鰐鱒餌卿r惹だ昏轍纏鵡持を受け入れると向町マボs・の糠疋し規る轟
」穆、ゆ蟹2弊駒．ご：器・き・、∵隈瑚　耀撃貼う 麟哲脇艇し：た・ コ秘’獣。

　前記家庭教師が仕察の都合で辞めたの急一 1当班にお恥　　　㈲　小学校3学年時1、『．っ喬侶マ1！撫駐r

顧柔甲塑当して学鵜鞭行繍ひ遡鴎…廻5。・・この嚇ら部恥騨麟雛セ砂疎聴媚騨
扮肉揖瀞を1したき麗そ為と併行1レて再び母親のガウ1ソ曳ツ　　害課長・石戸谷栄一馬り協力で毒紀要第14集に〕r惰緒障

妙魎鴨，．隔週・聯礁 ￥脳，瓦静 コ…、1貰㌧醐勲騨鱒剛す繍奪拷レ醗勲妨法で
Y．S．は騰の入室を嫌がり，先に入ってドアニを押指導を瞬した・二Y・錨こ嫌癬ぞの綿黙牽ヤ》・

えたり して，入室す勧を掘う、どする獺鞘醗旦1て消魔おv・響欝年胴様網脂靴続勉・．

入室協ま弗、樹をあ雌内旋り勧弧絃丹に諸検査を行鵡果は次鱒畑凱1捗ミ
制止継鱒か粛伽彌セ躍撰1は出賊丁・（絵の理解）一7稲翻繍麟場
来加『、一 ．騨ゾ諏鰍栄1磁齢肌臨（絵轄耐7摺習細講窒
、ノ鱒者はY蕊猷戯溺確内を脇緬礁 学醗断玖ト、は第俵鋤お1り二・年6％窃纏蝿．
行動毒め問題が自立ち，どのようにし：て1㌧課題に導入し　 ∴個別指潮の時の状態は次⑳よ慨であ室た萄平瀬ぷ春ぐ 二

幽らま略痕ど溝靱∫1確か菰見通しが立だない乙まま計指導　　 ㌘ゆ指導者の入室に抵抗すこるこ とは駕ぐ客ろなる鍛舜ま
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』第1表・・Y，、S・の学習テ ス．ト成就率の推移』r』「

・31

4年

5年

興年

50年4月 1年相当 67％ 8吻 33％ ’83％
『51

；3　r ）3年
68 78 93 40

60％

51；4　・ 3年 76 94 100
40　

70

52＝3』 4年 ㌧
65

75㌔ 69． 70 50

52； 4 4年 78． 88
’69 ・45 83

53：3 5年 81 94 91
「42 81

53＝4・ 5年 ＄o 94 33 二67き 75

53：4 6年 27、 35．、 ・畢 40 18

54＝3 6年 82
．78 86 70 94

？灘紫響梱惣どりか力健
　O課題の読みあやまりによる誤答を減少きせようとし

　　て， 音読するように指導するが，一幼児音（サ行構音

　　障害〉1を黛にしてか，すなおた書読しようとはしな

　1い占

　Oコンバス・定規等の使いごなしが下手ド是規を用い

　・て直線を引くことがなかなかでき：ない6』1コンパスの

　　中心を動がしてしま弓など，道臭の使いヒな『しが充

　－分にできないポこれは徐々ではある抵’敵善がみら

　 れてぎた5、・

　母親は石戸谷氏の方法をY』S』』｝こ適用し宅みて，uY。

S，め言語のおくれに気づき』』r家でも熱心k指導をする
よ〆う’になっズきた己小学校の受持教師が変り

， 自信のな

いごと には手をださず， 引込み思案な子だと・いわれ1教

師が月をかけて くれるよう になち』たど喜んで“た。

＝・（4）・小学校4学年時」

ぢ噂月に行6た学習診断チス下は“第ま表で示したよう

に3年76％癖 あらた。当所における個痢措轟4》状態ほ次

のよう』費あらた。∫．一　・1．ビ　、1 ド1三び．、 ．！、　

　O指導者がそばに〔・なくても詑与えられた課題に取：り

　　組めるようになった。　　　 訊 1．』． 』∫』㌧』・

　』O宿題を出・しても）『1やっ てこない。理由を聞いても，

　　はすきり答えない。』ン ぐ．

．ゆ当然解るよ：うな壬「∵！爵後」 rずつ』r間をおく』な
　、． cどが理解されていない占 1．．．

・こ うした点について“1’具体的に理解させる ように， 母

親にも協力を求めたし13月に学習予測テストを行った結

果は蕃飾㍍』』、
ぐ

I　l．口腔外科医と相談の結果，構音障害を改善するための
リドコ

言語治療を行参た方がよ湿）状態になったということであ

った。権平が二言語治療を行ったポY．S．は構音障害のこ

とほ気に1していて1も郵訓練に余り意欲は示さなかった。

ふざけた り，わざと治療者の口まねをじてみせた』ワし

た。母親がそぱについていると， とても熱心に訓繰を受

ける63ケ月後にY，S』はサ行の出し方をようや く鋸

え，意識すれぱ出せるようになった。しかし， 今迄の癖

で話し言葉は余り改善されないが，r本を朗読させる1とき

　「さしすぜそ」ははづrき．りいうように注意しで読みなさ

いと注意すれぱ可成り正しい発音ができるよ、うになって

kきた。そ、こで，．母親に家で毎日練習させるよう協力を求

めた。一『．』1、』　　 　　 ・　11
［、 1　∴

一母親はY．・亀は自分の前では1 ふざけだり1・注意を杏

　くような行動がみられないφで，要．・S．の状態を説明し

［てもよく理解セきないよ’うであ畜。学校では皆と同じよ

うな行動がとれるようになってきたずしかこしレ当所では

早くきて待っているような時に，権平が他の母親と面接

中の部屋にノックもせず入ってきて，注意しでも部屋か

ら出ていかず，その母親や権平σ口爽似をしたりする。

偲親は当所に来ると甘えているのだと述べている。 他所

で壱まこうした行動は見られないという。

　（6）小学校5学年時

　学習診断テストの結果は第1表で示したように4年78

％であづた。

　個別指導の時の状態は次の通 りである5

　つ来た時，嬬る時に摸拶しないそ黙っている。

　・o課題にとりかかるまで時間がかかるボ，指轟者がい

・ロ ればだんだんに熱心に課趨匿どりくあるようrになっ

ll詫縞し鳩指導都嘩ずう．も 課題晦畢
　　まないでぽんφrりしている6一い気；一・』 な7，！．、

・・lO言葉で答え’る問題は皆手そあるる』』一 』1デ、『ド』．混燭 1
　10国語辞典，漢和辞典等を使らて自分宅勉強を進め洛

　 ことができるようになりはじめだが診まだミ ズが多

　　い〇二　　　F∴　∴ぬ　r 、』1』二｛』疑 ン』7『』』

・ゆ学年相当の学習が大体でぎ番よろ 匿泰ら士きたもベー

　W王SCを行った結果：LQ、！動作性部＄21『L曹語性一

85，全検査r87であったじ∵ U　l1－1・1

』’ 友関係も非常によミくなっ てきたず母親はすぺでの点

で自信が持ててきたと述べている占学校における教科の

成繧評価では，5段階評価で算数科は3，』国語ば2’であ

一づ夜じ ∴

F（6）、小学校6学年時　1 ジ・、』：、1’ 、』1冒、1・』1．、「『

』5月に行っ騨習予測テストr ・学習診断テ稀
．5年80％ほぽ学年相当の学力になヴだと恥える5個別指

導の様子は次のようであった。　　　　　　　．・、「、』、取

．6「今日は」 と挨拶をして入室むll．．Eさよなら」』とい

1／・づて帰るようになうたしC　，1．く．1．i C：1』．鰹

　ρはじめに課題を与えておけば，1約50分間無雷で取組

一74一

」



一一一

権平他；情緒陣害児等の学業指導に関する研究（第2報）

　　むことができるようになった。指導者が退室しても

　　一人で続けて課題をやり続けるようになった。

　Q課題を音読するように指導しても，すぐには応じな

　　レ｝が，促すと音読するようになった。

　学校においても学習意欲が出てきた。

　私立中学校を受験し合格した。受験した時め様子を中

学校の教節に腰いたところ，成繧は，算数，国語とも上

位であった。口頭試問では，内気な子どもという印象を

持ったが，質間に対しては的確に応答した。問題なく入

学試験に合格したということである。

　母親は大学付属中学校の入学試験に合格したというこ

とで，大変自信が持えてきた。本児を知恵おくれではな

いかという人もあったが，あきらめないで努力してきて

よかったと述べている。

　小学校卒業時の成績は算数2，国藷2であった。

　〔w〕予　 後

　中学校に進学して，・元気で通学している。受持教師は

はじめ友達もいないようで，教師にもなじみにくいよう

であったが，だんだんになれて，友達もできてきた。教

員室にも入ってきて，話すようになったので心配ないと

述べている。中学校1年，1学期の成績は63人中，52番

であった。数学，国語，英語，社会，理科の中間試験の

結果は63人中，7番であった。音楽，体育，図工などが

苦手ということができよう。中学では合宿などにも参加

し，問題なく過しているということである。

　考　　察
　2才11か月に初めて相談に来所し，3才2か月から，

子どもに対する遊戯治療，母親のカウソセリングを3年

8ケ月の長期間にわたり行い，その後，小学2年より6

年まで学業指導を行ってきた事例を報告した。

　初めて来所した頃は，姉の教育に手をかけ本児は乳児

より，余り手をかけらずに育てられた。両親はそれを，

本児のおくれの主囚であると考え，環境調整を行うなど

の努力を行った。当時から担当してきた権平は，環境の

影響やそれまでの育てられ方が原因で，一本児の問題が生

じたということはあっても，本児自身にも問題があり，

環境などの影響でそれがひどく現れたように思われ，遊

戯治療，母親のカウンセリソグだけで解決できるとは思

われないまま，両親の強い希望で行うことにした。母親

のカウソセリソグを行っていくうちに，・母親が本児の問

題を正しく理解していけるようになり，その時，Y，S、

に対する。最も適当だと思われる処置をとってこられた

と思ち。Y．S。に遊戯治療を行うことによって，治療者

との関係において，情緒面の改善をはかることができ

た。

　出生時からY．S．を診てきた小児科医が脳波の測定を

必要としないということ。　（薗親からの話だけでなく，

カウソセラーもその小児科医と話 し合ったので小児科医

の意見であったことは凄実である）だったので，脳波測

定はようやく，Y．S．が5才11か月の時にすることがで

きた。その結果2人の専門医が同じようにてんかんであ

るという診断をくだした。その時3才頃より扱ってきて

いながら，6才近くになってからてんかんであるという

ことを発見したことに対して，両親をもっと早くに納得

させて，脳波をとるべきであったと残念に思われた。心

理治療を行う瑛例に対して，一応脳波測定をする必要が

あるのではないかと考えている。しかし，この点につい

ては，小児精神科の医師の中にも，　“はっきり した疑問

点がなけれぱ，脳波測定をする必要はない辱という意見

め者がいる。心理治療にかかる前に一応全員に脳波をと

るということにしておけぱ，却って，両親は不安なく，

測定に応じるのではないかと思われる。

　本事例を扱い，知恵おくれだということで本人の能力

に合った教育をとだけ考えず，あ らゆる面から，間題を

解決することを試みていくことが大切であると考えてい

る。長期間努力し続けて，われわれと共に，Y。S。の問

題解決に取り組んできてくれた両親に感謝したい気持で

ある。

　勉強をさせること昏ま，情緒障害解決をこはマイナス壱こな

るという考えがあるが，Y．S．の経過をみると，学業面

で同級の子ども達と余り劣らなくなってくると，情緒面

の適応もよくなってきたことは，われわれに，情緒障害

児に学業指導をすることが必要だということを示してく

れたように思う。 今後も情緒障害児に対する学業指導の

方法等にづき，研究を進めていきたいと考えている。

　本研究は東京都心身障害者福祉センター石戸谷栄｝氏

小田正敏氏，同ゼγター研究生及び研修修了者の方々及

び，池上みち氏，結城達也氏の協力によるものである。

　（本研究の一部は第42回日本心理学会大会に於て発表

した。）
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